
ベランダ
物が落ちる危険がある場所には何も
置かないようにする。

屋根・アンテナ
不安定な屋根やアンテナは補強する。

窓
飛散防止フィルムを貼る。

プロパンガス･灯油タンク
鎖などでしっかりと固定する。

ブロック塀･門柱
土中にしっかりとした基礎部分
がないもの､鉄筋が入っていない
ものは補強する。
ひび割れや鉄筋のさびも修理し
ておく。

分電盤タイプ コンセント
タイプ

簡易タイプ

大地震の際には、転倒した電気ストーブや、損傷した電気コードの
ショートなどが原因となり電気火災の危険が高くなります。感震ブレー
カーは、地震を感知すると自動的にブレーカーを切って電気を止めま
す。電気工事を要するものから、既設のブレーカーやコンセントに追
加で取り付ける簡易的なものまで、さまざまな種類があります。

地震による電気火災対策には感震ブレーカーが効果的です

窓ガラス
室内側に飛散防止フィルム
を貼る。

照明器具
１本のコードでつるすタイ
プのものは､鎖と金具で数か
所を留め､蛍光灯は蛍光管の
両端を耐熱テープで固定す
る｡天井への直付けタイプが
より安全。

食器棚
扉が開かないよう金具をつけ､
内部にはすべり止めなどで､
中の食器の飛び出しを防ぐ。

本棚･タンスなど
壁面に密着させ､上部をＬ字型
金具などで固定するか､家具の
下に板などをはさみ､壁面にも
たれさせる｡二段重ねの場合は､
つなぎ目を金具で連結する。

暖房器具
ストーブなどの暖房器具は､
耐震自動消火装置機能のあ
るものを使う。

テレビ
低い位置に､金具やロープ､装着マット
などで柱･壁に固定する

住宅用警報器
煙や熱を感知すると警報音で知ら
せてくれる。消防法改正により家
庭でも設置が義務付けられた。

カーテン
防炎加工品を使う。

就寝中の地震によって､子どもや高齢者､傷病者などは
倒れた家具が妨げとなって逃げ遅れるおそれがあるの
で固定するなど工夫する。

寝室や子ども･高齢者･傷病者がいる
　　　　部屋には倒れそうな家具を置かない

家具と壁や柱の間にすき間があると倒れや
すくて危険。また、家具の上には落ちやす
いものを置かない。

家具の転倒や落下を
　　　　　   防止する対策をとる

いざというとき安全に避難できるよ
うに、玄関などの出入口や通路には
倒れやすいものを置かない。

出入口や通路にはものを置かない
人の出入りが少ない部屋に家
具をまとめておく｡また､少し
でも安全なスペースを確保す
るように配置換えをする。

家の中に家具の無い安全なスペースを確保する

わが家の安全対策

地　震　編

地

震

編

・乾電池
・ガスボンベ
・ランタンなどのキャンプ用品
・暖をとるもの
　　アルミ製ブランケット､毛布､
　　ガスボンベ等で使える電源不
　　要のポータブルストーブ

電源復旧時に電気が通ると火災のおそれがあります。停電時はブレーカーの
電源を切り、復旧後に電源を入れるようにしましょう。

車が使えると､暖をとったり､テレビ・ラジオの視聴やシガーソケットからの
充電が可能です。日頃からガソリンは多めを心がけましょう。

断水し､トイレも流せなくなります。飲料水の準備や風呂に水をためるなど､
水を確保しましょう。(マンション等､高層階の方は注意しましょう )

携帯電話やスマートフォンは、家族との連絡、各種情報の入手に有効です。

IH調理機や給湯･暖房設備は使用できません｡カセットコンロやポータブルストーブ･
発電機などを準備しましょう。（特にオール電化の家庭は注意しましょう）

停電時に役立つもの

停電復旧時の火災に注意しましょう

車のガソリンは多めにしておきましょう

水を確保しましょう

モバイルバッテリーを準備しましょう

カセットコンロや発電機を準備しましょう

平成 30年 9月 6日北海道胆振東部地震では､北海道の広範囲で数日にわたり大規模停電（ブ
ラックアウト）が発生しました｡停電は日常生活に様々な支障をきたしますので､日頃から備
えておくことが大切です。

停電への備え

高齢者などの要配慮者世帯には積極的に声をかける。
倒壊家屋や転倒家具の下敷きになった人などがいた
ら､協力して救出･救護する。
近隣で出火していたら協力して初期消火する。

・
・

・

隣近所の安全を確認する
一緒にいる家族にけがはないか､自宅内に危険は
ないか確認する。→危険なら避難所へ急いで避難！
　　　　・家族への連絡メモ
　　　　・ガスの元栓を閉める､ブレーカーを切る
　　　　・火の元の確認と消火
避　難
するとき

・
わが家の安全を確認する

地
震
情
報

ラジオやテレビ、防災行政機関などから
正しい情報を集める。
災害時にはデマやうわさなど
不確実な情報が出回りやすい
ので信頼できる情報を入手する。

・

・

正しい情報を把握する
家屋が倒壊するおそれがあったり､大規模火災の
危険が迫ったりした場合は避難所などに避難する。
土砂災害のおそれがある場合は､より安全な場所
へ避難する。
避難が必要になったときは､電気のブレーカーを
切り､ガスの元栓を閉めて避難する。

・

・

・

危険が迫れば避難する

そ の 後 は 状況を正しく認識し、適切に行動する

火を使っている場合は､強い揺れがおさまってから
火の始末をする。
出火していたら消火器などで初期消火をする。
コンセントを抜く。

・

・
・

・

・
・

・・いつでも避難できるように部屋
の窓や玄関のドアを開ける。

火元を確認！
屋内では､倒れた家具や落下物､割れたガラス片など
に注意する。
スリッパや靴を履く。
あわてて外に飛び出すと､割れた窓ガラスや看板など
が落下してくる危険がある。
屋外では､倒れるおそれのあるブロック塀や自動販売
機などに近づかない。

けがに注意！

出口を確保する！

発 生 直 後 最初の大きな揺れがおさまった

頑丈なテーブルの下や家具の無いスペースで転倒物や落下物から身を守る。
テーブルなどの脚は両手でしっかりと握っておく。

まずは身を守る！

地 震 発 生 緊急地震速報が出た！強い揺れを感じた！

地震が起きたら

地　震　編
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